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人
権
擁
護
委
員
に

濱

田

圭

介

氏

　
　
　
　
　

（
再
任
）

　

人
権
擁
護
委
員
に
濱
田

圭
介
氏
を
推
薦
し
た
い
と

の
諮
問
が
あ
り
、
全
員
賛

成
で
適
任
と
答
申
し
た
。

略
歴

　

昭
和
34
年
生
、
和
食
。

　

任
期
は
、
令
和
７
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
10
年
９

月
30
日
ま
で
。

条
　
例

税

条

例

の

改

正

（
専
決
）

　

法
の
改
正
に
伴
い
、給
与

所
得
控
除
の
最
低
保
障
額

の
引
き
上
げ
、大
学
生
年
代

の
子
な
ど
に
関
す
る
特
別

控
除
を
創
設
す
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
承
認
】

芸
西
村
看
護
師
等

養
成
奨
学
金
貸
付

条
例 

（
新
設
）

　 

東
部
地
域
に
お
け
る
看

護
人
材
の
育
成
・
確
保
を

図
る
た
め
、
学
生
の
入
学
・

修
学
を
支
援
す
る
貸
付
条

例
を
創
設
す
る
も
の
。

㉄ 

濱

田

議

員 

　

条
例
第
３
条
の
奨
学
金

の
根
拠
、
ま
た
、
看
護
師

等
養
成
施
設
の
サ
テ
ラ
イ

ト
校
の
開
校
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
本
条
例
の
施

行
日
が
サ
テ
ラ
イ
ト
校
の

開
校
予
定
日
よ
り
先
行
し

て
い
る
理
由
を
聞
く
。

答 

荒
井
健
康
福
祉
課
長

　

奨
学
金
は
、
高
知
県
看

護
師
等
養
成
奨
学
金
貸
付

け
条
例
の
各
奨
学
金
と
同

額
と
し
て
い
る
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
校
の
開
校

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和

８
年
度
中
頃
に
は
施
設
の

改
修
工
事
が
完
了
し
、
そ

の
後
機
材
を
搬
入
・
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

本
条
例
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
校
の
在
学
者
に
限
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
他
の

看
護
師
養
成
施
設
な
ど
の

在
学
者
も
対
象
と
す
る
た

め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
校
開
校

に
先
行
し
て
施
行
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

災

害

弔

慰

金

条

例

の

改

正

　

災
害
対
応
に
要
す
る
事

務
負
担
軽
減
、
支
給
判
断

基
準
の
公
平
性
、
弔
慰
金

の
速
や
か
な
認
定
お
よ
び

支
給
を
図
る
た
め
、
支
給

審
査
委
員
会
を
設
置
す
る

た
め
の
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

非

常

勤

特

別

職

報

酬
・

費

用

弁

償

条

例

の

改

正

　　

法
の
改
正
に
伴
い
、
選

挙
長
・
投
票
管
理
者
・
投

票
立
会
人
等
の
報
酬
が
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

　

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

　令和７年６月定例会は、６月６日から 12 日までの会期で開かれ、

令和７年度補正予算など村長提出８議案と諮問１件、議員提出１議

案を審議・採決した。

　また、一般質問には３氏が登壇し、村政全般についてただした。

　その概要は以下のとおり。

人
　
事

濱田　圭介氏

令和 7年6 月定例会

質

疑

（2）げいせい議会だより voL.126



財

産

の

取

得

取
得
す
る
財
産

　

履
帯
式
ロ
ー
ダ

　
　

（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
）

納
入
期
限

　

令
和
10
年
３
月
15
日

契
約
金
額

　

３
８
５
０
万
円

　

（
う
ち
消
費
税
350
万
円
）

契
約
の
相
手
方

　

四
国
建
販
株
式
会
社
高

知
支
店

契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

※
和
食
川
導
流
堤
の
放
水

路
内
に
た
ま
っ
た
砂
を
取

り
除
く
た
め
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー

　
　

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

　

一般会計（第 1 号）

補正額2,916万円の増額
総額55億8,216万円

令和7年度

補正予算

主なもの

区　　　分 金　　額

物価高騰対応重点交付金による
定額減税不足額給付金 2 ,000万円

障害福祉システム改修委託料 120万円

経営発展支援事業補助金 127万円

急傾斜地崩壊対策事業負担金 180万円

村営住宅改修工事費 130万円

【全員賛成で可決】

物
価
高
騰
対
応
重
点
交
付
金
に
よ
る

　
　
　
　
　
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金

 
 

2
、
０
０
０
万
円 

簡
易
水
道
事
業
会
計

 

（
第
１
号
）

　

資
本
的
支
出
に
558
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
億

５
８
４
７
万
円
と
す
る
も

の
。

　

馬
ノ
上
・
城
本
配
水
池

耐
震
設
計
委
託
料
558
万
円

の
増
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

下
水
道
事
業
会
計

 

（
第
１
号
）

　

債
務
負
担
行
為
限
度
額

を
１
億
１
６
０
０
万
円
追

加
し
、
総
額
を
５
億
円
と

す
る
も
の
。

　

芸
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改

築
更
新
工
事
費
１
億
１
６

０
０
万
円
の
増
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

げいせい議会だより voL.126　　　　　　　（3）



㉄ 

岡

村
（

星

）

議

員 

　

本
村
の
教
育
を
取
り
巻

く
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後

に
向
け
た
意
気
込
み
を
問

う
。

答 

山

内

教

育

長

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報

通
信
技
術
の
進
展
、
少
子

高
齢
化
な
ど
社
会
は
急
激

な
変
化
に
伴
い
、
高
度
化
、

複
雑
化
す
る
諸
課
題
へ
の

対
応
が
続
く
な
か
、
教
育

の
在
り
方
も
大
き
な
転
換

期
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
村
の
教
育
を
取
り
巻

く
課
題
も
規
模
は
違
え
ど
、

国
や
県
が
抱
え
る
課
題
と

同
様
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　

教
育
は
未
来
へ
の
投
資

で
あ
り
、
次
代
を
担
う
人

づ
く
り
で
あ
る
。

　

第
３
期
芸
西
村
教
育
振

興
基
本
計
画
で
は
、
「
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
す
る
心

豊
か
に
芸
西
村
の
み
ら
い

を
切
り
拓
く
人
づ
く
り
」

を
み
ら
い
創
造
教
育
の
基

本
理
念
と
し
て
い
る
。
そ

の
中
か
ら
五
つ
の
重
点
項

目
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
る
。

　

一
つ
目
は
、
子
ど
も
の

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境

づ
く
り
で
あ
る
。
い
じ
め

や
不
登
校
へ
の
対
応
や
特

別
支
援
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
。

　

二
つ
目
は
、
社
会
を
生

き
抜
く
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
た
め
の
授
業
づ
く

り
の
推
進
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
も
含
め
、
社
会

を
生
き
抜
く
力
が
身
に
付

け
ら
れ
る
授
業
を
研
究
し

継
続
し
て
い
く
。

　

三
つ
目
は
、
保
幼
小
中

の
連
携
、
地
域
と
の
協
働
、

異
年
齢
の
子
ど
も
同
士
の

つ
な
が
り
の
強
化
で
あ
る
。

オ
ー
ル
芸
西
で
、
子
ど
も

た
ち
を
育
む
つ
な
が
り
を

強
め
て
い
き
た
い
。

6 月定例会では 3 氏が登壇し、村政全般について質問しました。

◼岡村　星弥　・・・・・・・ 4 p

　・今後に向けた意気込みは

　・より実効性のある対応を

◼岡村　俊彰　・・・・・・・ 5 p

　・消防団員の運転免許証取得に補助を

◼安岡　公子　・・・・・・・ 6 p
　・防災力強化の取り組みは

　・教育施設集約化事業のさらなる周知は

執務中の山内教育長

ここはどうするここはどうする
一 般

質 問

今後に向けた意気込みは

全力で教育行政に取り組む ■ 教育長

岡村　星弥議員
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四
つ
目
は
、
教
職
員
の

働
き
方
改
革
の
推
進
で
あ

る
。
働
き
方
改
革
を
組
織

的
に
推
進
し
、
教
職
員
が

生
き
生
き
と
指
導
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　

五
つ
目
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
で
あ
る
。
生
涯
学
び
を

続
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、

人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
の
循

環
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
夢
と
希
望

を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
芸
西

村
に
愛
着
を
抱
き
、
た
く

ま
し
く
未
来
を
生
き
抜
く

力
を
身
に
付
け
た
子
ど
も

の
育
成
、
「
小
さ
く
て
も

元
気
で
輝
く
む
ら
」
を
支

え
る
柱
と
な
る
「
元
気
で

輝
く
人
づ
く
り
」
に
向
け
、

自
身
の
教
育
現
場
で
培
っ

た
経
験
を
最
大
限
に
生
か

し
な
が
ら
、
全
力
で
教
育

行
政
に
取
り
組
む
。

㉄ 

岡

村
（

星

）

議

員 

　

危
険
家
屋
な
ど
の
実
態

や
改
善
が
進
ま
な
い
現
状

を
ど
う
思
う
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
実
効
性

あ
る
対
応
に
向
け
た
庁
内

体
制
の
強
化
な
ど
に
つ
い

て
の
考
え
を
問
う
。

答 

松

本

村

長

　

法
律
で
は
、
倒
壊
の
恐

れ
や
衛
生
上
有
害
と
な
る

恐
れ
、
ま
た
著
し
く
景
観

を
損
ね
る
状
態
な
ど
の
空

き
家
を
、
特
定
空
き
家
等

と
認
め
て
対
策
を
講
じ
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

特
定
空
き
家
等
の
認
定

判
断
は
、
市
町
村
が
行
う

た
め
、
専
門
的
技
術
や
知

識
が
要
求
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
件
を
考
慮
し
た
う

え
で
の
高
度
な
判
断
が
必

要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
危
険
な
状
態

が
続
い
て
い
る
こ
と
を
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
、

適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

県
や
関
係
機
関
に
助
言

や
協
力
を
仰
ぎ
、
庁
内
で

の
連
絡
体
制
や
情
報
共
有

も
図
り
な
が
ら
、
法
律
に

規
定
す
る
特
定
空
き
家
等

と
し
て
認
定
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
、
改
善
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

長
年
抱
え
て
き
た
問
題

で
あ
り
、
一
足
飛
び
に
は

解
決
で
き
な
い
と
思
う
が
、

所
有
者
等
に
一
定
の
時
間

的
猶
予
を
与
え
な
が
ら
、

改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
方
法
が
な
い
か
、

少
し
踏
み
込
ん
だ
対
応
に

つ
い
て
、
庁
内
全
体
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

㉄ 

岡

村
（

俊

）

議

員

　

平
成
29
年
３
月
の
道
路

交
通
法
改
正
に
よ
り
、
平

成
11
年
３
月
以
降
生
ま
れ

の
団
員
は
、
本
村
に
配
備

さ
れ
て
い
る
消
防
車
を
運

転
で
き
な
い
。

　

消
防
車
を
運
転
す
る
た

め
に
は
、
普
通
免
許
か
ら

準
中
型
免
許
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

取
得
費
用
と
時
間
的
に

も
、
若
い
団
員
に
は
非
常

に
高
い
ハ
ー
ド
ル
だ
。

　

こ
れ
か
ら
増
え
て
く
る

若
い
団
員
の
準
中
型
免
許

の
取
得
に
、
行
政
と
し
て

何
ら
か
の
補
助
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

長

﨑

総

務

課

長

　

現
在
、
本
村
に
配
備
さ

れ
て
い
る
消
防
車
は
車
両

総
重
量
４
ｔ
以
上
で
、
準

中
型
自
動
車
に
あ
た
る
。

　

本
年
５
月
現
在
で
、
準

中
型
自
動
車
を
運
転
で
き

な
い
団
員
は
数
人
程
度
だ

　より実効性のある対応を

庁内全体で検討 ■ 村長　

消防団員の運転免許証取得に補助を

制度の創設を検討 ■ 村長

岡村　俊彰議員
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が
、
今
後
は
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
現

在
、
県
内
で
公
費
助
成
制

度
を
導
入
し
て
い
る
の
は
、

10
市
町
村
で
あ
る
。

　
答 

松

本

村

長

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数

は
減
少
し
て
お
り
、
本
村

に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
で
、

団
員
や
準
中
型
自
動
車
を

運
転
で
き
る
者
の
確
保
が
、

難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　

今
後
、
消
防
団
の
円
滑

な
活
動
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
若
い
世
代
の
団
員

確
保
が
必
要
不
可
欠
で
、

多
く
の
団
員
が
消
防
車
を

運
転
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

制
度
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
村
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

操法訓練中の消防団員

㉄ 

安

岡

議

員

　

防
災
担
当
職
員
が
増
員

さ
れ
て
い
る
が
、
防
災
の

取
り
組
み
の
具
体
的
な
内

容
を
問
う
。

答 

長

﨑

総

務

課

長

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
事
業
の
他
、
事
前
復
興

計
画
の
策
定
・
地
域
防
災

計
画
の
改
訂
・
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

の
他
、
庁
内
の
災
害
対
策

本
部
の
設
置
・
運
営
訓
練

や
自
主
防
災
組
織
と
協
力

し
、
避
難
所
開
設
訓
練
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
㉄ 

安

岡

議

員

　

事
前
復
興
計
画
策
定
と

地
域
防
災
計
画
の
改
訂
に

つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
を

求
め
る
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
、
避
難
タ
ワ
ー
を

活
用
し
た
防
災
訓
練
、
炊

き
出
し
な
ど
実
践
力
の
加

わ
っ
た
企
画
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
答 

松

本

村

長

　

事
前
復
興
計
画
に
つ
い

て
は
、
今
後
２
年
か
け
て

作
業
を
進
め
て
い
く
。
関

係
課
で
組
織
す
る
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
住
民
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

地
域
防
災
計
画
の
改
訂

は
、
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情

報
発
表
時
の
対
応
、
福
祉

避
難
所
、
要
配
慮
者
利
用

の
施
設
の
記
載
、
法
改
正

へ
の
対
応
な
ど
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
自
主
防
災
組

織
の
強
化
や
、
充
実
し
た

訓
練
、
防
災
教
室
の
実
施

な
ど
、
役
場
と
地
域
が
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
村

全
体
で
防
災
意
識
を
高
め

る
取
り
組
み
に
協
力
を
願

い
た
い
。

　　◎国民健康保険に対する国庫負担の増額等を求める意見書
　　   【全員賛成で可決】　

送り先：衆参両院議長及び内閣総理大臣ほか関係各大臣

意見書（議員提出）

防災力強化の取り組みは

役場と地域が連携して ■ 村長

安岡　公子議員
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㉄ 

安

岡

議

員

　

教
育
施
設
集
約
化
事
業

は
ど
こ
ま
で
確
定
し
て
い

る
の
か
と
、
今
後
の
計
画

を
問
う
。

答 

松

本

村

長

　

保
幼
小
中
の
建
物
を
一

か
所
に
ま
と
め
る
。
現
在

の
小
学
校
と
幼
稚
園
が
あ

る
場
所
に
、
用
地
を
買
い

足
し
て
整
備
す
る
。

　

こ
の
２
点
に
つ
い
て
は

決
定
事
項
と
し
て
村
政
の

バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
改

め
て
議
論
を
す
る
と
い
う

思
い
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
子
ど
も
の
数
が

減
少
し
て
い
く
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
を
別
々
に

建
て
替
え
る
の
は
財
政
面

な
ど
に
大
き
な
課
題
が
あ

る
。

　

場
所
に
つ
い
て
検
討
し

た
結
果
、
最
大
ク
ラ
ス
の

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

も
津
波
浸
水
想
定
区
域
外

で
あ
り
、
村
の
中
心
部
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
今
の
場

所
が
現
状
で
は
最
善
の
選

択
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

懸
念
さ
れ
る
津
波
や
水

害
な
ど
へ
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
防
災
学
習
や
避
難

訓
練
で
防
災
意
識
を
高
め

て
い
く
。

　

現
在
、
村
民
の
声
を
き

く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
が
、
協
議
が

ま
と
ま
り
、
課
題
解
決
へ

の
道
筋
や
目
指
す
施
設
の

概
要
が
明
確
に
な
れ
ば
、

基
本
設
計
の
業
務
に
進
む

予
定
で
あ
る
。

　
㉄ 

安

岡

議

員

　

決
定
事
項
を
周
知
徹
底

さ
せ
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
村
民
に
知
ら
せ
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

　

答 

松

本

村

長

　

本
村
に
と
っ
て
も
一
大

事
業
で
あ
り
、
村
民
へ
の

周
知
を
図
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
検

討
状
況
も
、
途
中
経
過
を

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
住

民
対
象
の
説
明
会
を
年
２

回
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
部
落

長
会
や
地
区
懇
談
会
で
の

説
明
な
ど
で
村
民
の
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

意
見
や
提
案
が
あ
れ

ば
、
会
議
な
ど
の
公
式
の

場
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
・

教
育
委
員
会
・
役
場
に
伝

え
て
も
ら
え
れ
ば
、
関
係

者
で
の
情
報
共
有
や
検
討

会
で
の
参
考
に
さ
せ
て
も

ら
う
。

　

よ
り
多
く
の
人
の
理
解

を
得
て
、
子
ど
も
や
村
民

に
と
っ
て
よ
り
良
い
施
設

と
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね

て
い
く
。

基本計画案イメージ図

総
務
常
任
委
員
会

芸
西
村
教
育
施
設
集
約
化

第
１
回
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会

傍
聴 

　

（
５
月
29
日
）

 　

教
育
施
設
集
約
化
基
本

設
計
策
定
に
向
け
て
、
保

幼
小
中
の
関
係
者
や
保
護

者
、
一
般
公
募
の
地
域
住

民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

集
約
化
基
本
計
画
案
に
対

す
る
良
い
点
や
課
題
・
問

題
点
、
疑
問
点
さ
ら
に
改

善
策
の
提
案
な
ど
幅
広
い

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

常
任
委
員
会

活
動
報
告

教育施設集約化事業のさらなる周知は

説明会で理解を深める ■ 村長

げいせい議会だより voL.126　　　　　　　（7）



令和７年　第2回　6月定例会　審議結果令和７年　第2回　6月定例会　審議結果

議　　案
結　

果

堀
川　

友
久

坂
本　
　

史

山
本　

俊
二

濱
田　

圭
介

安
岡　

公
子

西
笛
千
代
子

岡
村　

俊
彰

小
松　

康
人

岡
村　

星
弥

仙
頭　

一
貴

議案第33号 芸西村税条例の一部を改正する条例（専決処分）の承認について 承
認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

議案第34号 芸西村看護師等養成奨学金貸付条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

議案第35号 芸西村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

議案第36号 令和 ７ 年度芸西村一般会計補正予算（第 1 号） 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

議案第3７号 令和 ７ 年度芸西村簡易水道事業会計補正予算（第 1 号） 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

議案第38号 令和 ７ 年度芸西村下水道事業会計補正予算（第 1 号） 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

議案第39号 財産の取得について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

議案第40号
非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適
任 〇 〇 〇 除

斥 〇 〇 〇 欠 〇 議
長

発議第 1 号 国民健康保険に対する国庫負担の増額等を求める意見書 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 議

長

  4月
  4日（金） 香南市議会村内視察対応

15日（火） 議会だより125号第3回広報編集委員会

16日（水） 安芸郡町村監査委員総会 【監査委員】

18日（金） 例月出納検査 【監査委員】

 30日（水） おもてなし一斉清掃 

  5月
  9日（金） 安芸地域安全協会監査 【議長】

12日（月） 令和7年度道路整備期成同盟会通常総

会及び高知県大会（高知市） 【議長】

15日（木） 消防団総会 

16日（金） 高知県市長会・町村会講演会（高知市）  

 【議長】

19日（月） 安芸郡町村議会議長会臨時総会（田野町）

   【議長】

22日（木） 例月出納検査 【監査委員】

23日（金） 道路整備期成同盟会総会（田野町） 【議長】

26日（月） 令和7年度安芸地区地域安全協会総会

（安芸市） 【議長】

27日（火）～28日（水）

  全国町村議会正・副議長研修会（東京都） 

   【議長・副議長】

 29日（木） 総務常任委員会 【総務常任委員】

 30日（金） 令和7年第2回芸西村議会「定例会」

  議会運営委員会

  6月
  3日（火） 議会運営委員会（一質精査） 

  6日（金） 令和7年第2回芸西村議会「定例会」開会

  9日（月） 議案精査

11日（水） 令和7年第2回芸西村議会「定例会」

  一般質問

12日（木） 令和7年第2回芸西村議会「定例会」

  審議採決・閉会

  議会だより126号第1回広報編集委員会

20日（金） 例月出納検査 【監査委員】

24日（火） 議会だより126号第2回広報編集委員会

25日（水） 高知県町村議会議長会臨時総会（高知市） 

   【議長】

●●議会の動き議会の動き

議会の傍聴にお気軽においでください。

次
の
定
例
会
は

    

9
月
の

　

 

　

 

予
定
で
す
。

編
集
委
員

議
会
事
務
局

（
℡
）
33
|
２
１
３
７

　
議
場
の
音
声
を
庁

内
放
送
し
て
お
り
ま

す
。

　
庁
舎
３
階
へ
お
越
し

に
な
れ
な
い
方
も
、
庁

舎
１
階
・
村
民
会
館

１
階
で
も
お
聴
き
い
た

だ
け
ま
す
。

委

員

長

　西
笛
千
代
子

副
委
員
長

　岡
村

　星
弥

委

　
　員

　岡
村

　俊
彰

　
　
　
　
　小
松

　康
人

　
　
　
　
　坂
本

　
　史

　
　
　
　
　濱
田

　圭
介

　
　
　
　
　堀
川

　友
久

　
　
　
　
　安
岡

　公
子

　
　
　
　
　山
本

　俊
二

　
　
　
　
　仙
頭

　一
貴

　
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
会
議
録
が
閲
覧

で
き
ま
す
。

※「〇」は賛成。「×」は反対。　「欠」は欠席。「議長」は採決に加わらないが、地方自治法第１１６条により可否同数の場合は議長採決。

※「除斥」地方自治法第１１７条による。
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議

会

だ

よ

り

　

げ

い

せ

い

編
集
／
高
知
県
芸
西
村
議
会
広
報
編
集
委
員
会

発
行
／
議
長
　
仙
頭
　
一
貴
　
　
印
刷
／
㈱
高
知
新
聞
総
合
印
刷


